
年間授業計画

高等学校 令和８年度（ 2年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

合計

『日本人の美意識』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段
落の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題
に注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ
いて理解を深める
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どを捉え、論点を明確にしながら論旨を把握する
【主体的に学習に取り組む態度】
「である」価値と「する」価値について自分に引き
寄せて考え、現代社会に対する認識を深める

○ ○ ○ 6

○ ○ 1

70

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

『いつもそばには本があった』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査
○ ○ 1

『「リスク」と「リスク社会」』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段
落の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題
に注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
書き手の意図との関係において多面的・多角的な視
点から評価できる
【主体的に学習に取り組む態度】
現代における「リスク」について具体的に考え、話
し合おうとする

○ ○ ○ 8

『環境とは何か』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段
落の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題
に注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉える
【主体的に学習に取り組む態度】
持続可能な社会環境の実現に向けた取り組みについ
て考えを深める

○ ○ ○ 7

定期考査

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段
落の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題
に注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を
明確にしながら論旨を把握する
【主体的に学習に取り組む態度】
人間関係の在り方について自分の考えを深めようと
している

○ ○ ○ 8

1

『分人とは何か』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段
落の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題
に注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ
いて理解を深める
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どを捉え、論点を明確にしながら論旨を把握する
【主体的に学習に取り組む態度】
「分人」という観点から自分とその人間関係につい
て考えを深める

○ ○ ○ 7

『メディアの変容』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査
○ ○

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段
落の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題
に注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を
明確にしながら論旨を把握する
【主体的に学習に取り組む態度】
自己の知識や読書経験を関連付けて、「読書」につ
いて意見をまとめている

○ ○ ○

8

『科学的「発見」とは』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段
落の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題
に注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉える
【主体的に学習に取り組む態度】
科学的視点に立った、ものの見方や考え方を培おう
としている

○ ○ ○ 7

『相手依存の自己規定』
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段
落の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題
に注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続について理解
を深める
【思考・判断・表現】
書き手の意図との関係において多面的・多角的な視
点から評価できる
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な例を分析して自己把握についても考えをまと
め、他者に伝えようとしている

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

『ミロのヴィーナス』
【知識及び技能】
難解な語句・表現を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
内容を的確に読み取り要点をつか
む
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の論の進み方をとらえようと
する

指導事項
・重要な語句の意味をつかみ、段
落の関係に留意してまとめる
・各段落の論旨をまとめる
・取り上げられている事柄や問題
に注意して、全体の構成を捉える

【知識・技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係につ
いて理解を深める
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な
どを捉え、論点を明確にしながら論旨を把握する
【主体的に学習に取り組む態度】
学習課題に沿って見えないものへと思考を広げる、
芸術に対する見方を深めようとしている

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査
○ ○ 1

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにす
る。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

「精選論理国語」東京書籍

国語

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身につけさせる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

（１組：川島　　　）（２組：川島　　） （３組：川島　　　）（４組：川島　　）（５組：川島　　）（６組：川島　）

国語 論理国語

国語 論理国語 2

東久留米総合



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（ ２年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （１組：永井　　）（２組：永井　　） （３組：永井　　） （４組：永井　） （５組：永井　　）（６組：永井　　　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【知識・技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、感
じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用に
ついて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確
に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題に沿って自分の経験を振り返って考えをま
とめようとする

定期考査

○ ○

○

○

１
学
期

『山月記』
【知識及び技能】
難解な語句や表現を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の複雑な心情の変化を読み取る
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験を踏まえて、人間について考え
る

指導事項
・語句について理解する
・全体の構成を把握する
・人物の心情や、場面の描写を読み
取る
・作品の主題を捉える

○

２
学
期

『こころ』
【知識及び技能】
難解な語句や表現を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の複雑な心情の変化を読み取る
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験を踏まえて、人間について考え
る

指導事項
・語句について理解する
・全体の構成を把握する
・人物の心情や、場面の描写を読み
取る
・作品の主題を捉える

○

○

態

文学国語国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身
に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を
深めることができるようにする。

東久留米総合

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

文学国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】

○

○

35

３
学
期

○

○

【知識・技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、感
じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用に
ついて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確
に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題に沿って自分の経験を振り返って考えをま
とめようとする

○

定期考査

定期考査

【知識・技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、感
じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用に
ついて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確
に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題に沿って自分の経験を振り返って考えをま
とめようとする

○ 11

1

合計

○

○ ○ ○

実社会に必要な国語の知識や技能を身につけさせる。

国語 文学国語 1

○ ○

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

「文学国語」東京書籍

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

『こころ』
【知識及び技能】
難解な語句や表現を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の複雑な心情の変化を読み取る
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験を踏まえて、人間について考え
る

指導事項
・語句について理解する
・全体の構成を把握する
・人物の心情や、場面の描写を読み
取る
・作品の主題を捉える

1

1

○ ○ ○

○ ○

11

○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（２年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

２
学
期

○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・現代の企業の果たしている役割が理解できて
いる
【思考・判断・表現】
・現代の企業倫理について考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
AIやITなどの先端技術が発展するなかで，自分
の進路や職業選択を考えることができている。

8○○○

【知識・技能】
・法や規範の意義や役割が理解できている。
【思考・判断・表現】
・日常の買い物や銀行のクレジットカードな
ど，身近な契約の例を挙げることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な紛争状況を設定し，それを解決するた
めのルール作りを体験的に行うことができる。

○

定期考査

第３章　私たちと経済

○ 8

第２部　よりよい社会の形成に参画
する私たち
第１章　私たちと法

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

東久留米総合

1○○

1

第２章　私たちと政治 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
地方自治や選挙の仕組み，政党の役割を考察す
ることによって具体的に民主政治を支える制度
を理解できている。
【思考・判断・表現】
留学生や国際NGOと接することにより，国際化
を身近に体験し，国際社会の諸問題について判
断できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
民族紛争や難民問題など国際政治問題について
日常から関心を持てている。

○ ○ ○ 9

定期考査 ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

第１部　公共の扉
第１章　公共的な空間をつくる私た
ち

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・青年期は自立や自律をはかる重要な時期であ
ることを理解できている。
【思考・判断・表現】
自己形成の課題について考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自らを成長させる人間としての在り方生き方
とはどのようなものか主体的に追究できてい
る。

○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ ○ 1

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するた
めの手掛かりとなる概念や理論について理解す
るとともに，諸資料から，倫理的主体などとし
て活動するために必要となる情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断
の手掛かりとなる考え方や公共的な空間におけ
る基本的原理を活用して，事実を基に多面的・
多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成
や社会参画を視野に入れながら構想したことを
議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考
察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間
としての在り方生き方についての自覚や，公共的な空間に
生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と
繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が
協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

帝国書院　高等学校　公共/707

公民

【 知　識　及　び　技　能 】 現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解する。

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

（１組：川崎） （２組：渥美） （３組：渥美） （４組：川崎） （５組：渥美） （６組：川崎　）

公民 公共

公民 公共 2

定期考査 ○ ○ 1

第３章　公共的な空間における基本
的原理

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　・人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主主
義，法の支配，自由・権利と責任・義務など，
公共的な空間における基本的原理について理解
できている。
【思考・判断・表現】
・個人と社会との関わりを多面的・多角的に考
察することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
民主社会に主体的に生きる人間のあり方生き方
について思索を深められている。

○ ○ ○ 9

第２章　公共的な空間における人間
としての在り方生き方

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・近世・近代・現代の世界の思想家の思想内容
が理解できている。
【思考・判断・表現】
・先哲の思想や生き方から自分自身の生き方を
検証し，公共的な空間を作る主体としての自己
の生き方について考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を理解し
身につけようとしている。

○ ○ ○



70

３
学
期

1

9○○○

【知識・技能】
・現代の企業の果たしている役割が理解できて
いる
・持続可能な社会の実現に関する課題を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・現代の企業倫理について考察できている。
・社会的課題の原因や背景について考察してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
AIやITなどの先端技術が発展するなかで，自分
の進路や職業選択を考えることができている。
持続可能な社会の実現に向けて、課題解決に主
体的に取り組もうとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

第３章　私たちと経済

第３部　持続可能な社会づくりの主
体となる私たち

○ 8

定期考査

〇 〇 合計

第３部　持続可能な社会づくりの主
体となる私たち

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・現代社会に生きる私たちの課題を指摘できて
いる。
【思考・判断・表現】
現代社会の諸問題の解決のために，事実を基に
協働して考察，構想することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・さまざまな課題の中で，自己とのかかわりに
注目して主体的に課題を選択し，探究できてい
る。

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（ 2年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

東久留米総合

1

B 運動の表し方
【知識及び技能】
　ものの移動について物理的にと
らえる手法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　速さと速度の違いや平均と瞬間
の速さの違いを理解して、表現す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　授業に積極的に参加し、身の回
りの現象を速度に関して観察しよ
うとしている。

・指導項目
変位、速度、加速度
a-tグラフ、v-tグラフ、x-tグラフ
・教材
教科書
参考書
プリント
・一人一台端末の活用
ICTを用いた実験結果のまとめと発
表

【知識・技能】
①速さの式がわかる。
②x-t図、v-t図がわかる。
③合成速度、相対速度がわかる。
【思考・判断・表現】
①速さと速度の違いを説明できる。
②平均の速さと瞬間の速さの違いを説明でき
る。
③グラフと式を結び付けて、物理現象を説明
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身の回りの速度に興味を持ち、授業に積極
的に参加している。

○ ○ ○

14

１
学
期

A 物理量の測定と扱い方
【知識及び技能】
　誤差、有効数字、指数表示がわ
かる。
【思考力、判断力、表現力等】
有効数字が必要な理由が説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りにある物理量と測定方
法、結果についての数値の考え方
を知ろうとしている。

・指導項目
有効数字
指数表示
・教材
教科書
参考書
プリント
・一人一台端末の活用

【知識・技能】
①誤差、有効数字、指数表示がわかる
【思考・判断・表現】
①測定と有効数字と誤差について説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身の回りにある物理量と測定方法、結果に
ついての数値の考え方を知ろうとしている。

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

8

定期考査 ○ ○

C 様々な力とその働き
【知識及び技能】
　力は物体の変形や運動状態の変
化の原因となることを理解する。
力は向きと大きさをもった量[N]で
あることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　様々な力について、その規則性
や関係性を見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　授業に積極的に参加し、身の回
りの現象を力の法則から考えて調
べようとしている。

1定期考査

・指導項目
様々な力の働き
慣性の法則
運動方程式
作用反作用の法則
・教材
教科書
参考書
プリント
・一人一台端末の活用
実験の予想等をteamsで発表する。

【知識・技能】
①重力、垂直抗力、摩擦力、張力、弾性力に
ついて、理解している。
②力がベクトル量であることを認識し、力の
合成と分解ができる。
③つりあいの式がたてられる。
④作用・反作用の力とつりあいの力の違いが
わかる。
⑤物体が力を受けるときの運動状態がわか
る。
⑥物体について運動方程式がたてられる。
⑦摩擦力の向きがわかる。
⑧静止摩擦力は一定ではないことと動摩擦力
は一定であることを理解している。
⑨静止摩擦力と動摩擦力を求めることができ
る。
⑩圧力を求める式を理解している。
⑪水圧を求める式を理解している。
⑫水中にある物体にはどのような浮力がはた
らくかを理解している。
【思考・判断・表現】
①重力の大きさと質量のちがいがわかる。
②作用・反作用の力とつりあいの力の違いを
説明できる。
③慣性の法則による現象を説明できる。
④運動方程式を用いて、どのように物体が運
動するか説明できる。
⑤物体に働く摩擦力について説明できる。
⑥気圧の意味を説明できる。
⑦水中にある物体に、どのように水圧が加わ
り、どのような浮力が働くかを考え、説明で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①「力」がどのようなものか知ろうとしてい
る。
②力が「つりあう」とはどういう意味か具体
例から考えようとしている。
③物体の運動状態と力にどのような関係があ
るのか考えようとしている。
④摩擦力とはどのようなものか身近な具体例
から考えようとしている。
⑤気圧や水圧について、「圧力」という意味
から考えようとしている。
⑥実験を通して、物理法則を探求しようとし
ている。

○

○ ○

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物理における単位を理解し、物理の法則のつな
がりや数値計算、グラフの意味が理解できる。

物理的な現象を観察・実験し、定性的、定量
的に原因から論理的に結果を考え、表現する
ことができる。

身の回りにある自然を物理的に見ようとして
いる。

理科 物理基礎

理科 物理基礎 2

東京書籍「新編　物理基礎」

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

観察・実験などを通して、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

（1組：小坂） （2組：常盤） （3組：常盤） （4組：常盤） （5組：小坂） （6組：常盤）

○ ○



D 仕事と力学的エネルギー
【知識及び技能】
　物理において「仕事」が何を意
味しているかを知る。そして、力
学的エネルギーである運動エネル
ギーと位置エネルギーの定性的な
理解と、定量的な計算ができるよ
うになる。また、力学的エネル
ギー保存の法則を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　仕事になるときと、仕事になら
ないときの違いが判断できる。ま
た、力学的エネルギーが保存する
ときと保存しないときの違いを判
断することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身の回りの現象について、力学
的エネルギーが保存していること
を見出そうとする。

・指導内容
仕事
仕事率
力学的エネルギー
位置エネルギー
力学的エネルギー保存則
保存力
・教材
教科書
参考書
プリント
シミュレーションを使った演示
・一人一台端末の活用
予想をteamsで発表

E 熱とエネルギー
【知識及び技能】
　温度と分子の関係や熱と仕事の
関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　熱が移動することと内部のエネ
ルギーが変化することを理解し、
表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　熱機関がどのようなものか具体
例を含めて知ろうとしている。

・指導項目
熱
温度
熱量
比熱
熱量保存
熱力学第一法則
物質の三態
熱機関
・教材
教科書
参考書
プリント
・一人一台端末の活用
熱機関の映像とシミュレーション
をいじってみる。

【知識・技能】
①ブラウン運動の意味がわかる。
②温度、熱運動、熱量、比熱、熱容量などが
正しく理解されている。
②熱量と比熱の関係を理解している。
③熱量の保存を理解している。
④状態変化の時の熱の移動を理解している。
⑤内部エネルギーについて理解している。
⑥熱力学第一法則を理解している。
⑦熱機関と熱機関の効率について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
①温度を原子分子の観点からとらえ、考え、
説明することができる。
②熱量とエネルギーの関係を説明することが
できる。
③熱機関について説明することができる。
④不可逆変化とはどのような変化かを説明で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身の回りの現象を熱とエネルギーの観点か
らとらえようとしている。
②具体的な熱機関を考えようとしている。
③実験を通して、熱と仕事やエネルギーの法
則を積極的にとらえようとしている。

○ ○ ○ 7

○ ○ ○

２
学
期

【知識・技能】
①仕事、仕事率を計算して求めることができ
る。
②物体に対して力が働いていても、仕事が０
の時もあり、それがどのようなときであるか
を理解している。
③滑車を使った時の力と仕事の関係がわか
る。
④運動エネルギーが計算できる。
⑤重力による位置エネルギーを計算できる。
⑥弾性力による位置エネルギーを計算でき
る。
⑦仕事が運動エネルギーになることや、保存
力がした仕事は位置エネルギーになることを
理解する。
⑧力学的エネルギーが保存することを理解す
る。
⑨物体に保存力以外の力が加わると、その力
がした仕事の分だけ、力学的エネルギーが変
化することを理解する。
⑩力学的エネルギーは保存力が働くときにの
み保存することを理解する。
【思考・判断・表現】
①物体に力が働いて、「仕事」をするとはど
ういうことか説明できる。
②「仕事の原理」から現象をとらえて、説明
することができる。
③運動エネルギーがどういうものか説明でき
る。
④重力による位置エネルギーがどういうもの
か説明できる。
⑤弾性力による位置エネルギーがどういうも
のか説明できる。
⑥力学的エネルギーが何かを説明できる。
⑦力学的エネルギーの観点から物体の運動を
考えることができる。
⑧現実の物体の運動は力学的エネルギーの保
存則に従っていないように見える理由を説明
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①物理でいうところの「仕事」を理解しよう
としている。
②運動している物体がもっているエネルギー
について考えようとしている。
③目には見えない位置エネルギーがどういっ
たエネルギーか身の回りの現象からつかもう
としている。
④力学的エネルギーに興味をもち、身の回り
の現象を力学的エネルギーの観点からとらえ
ようとしている。
⑤実験・観察を積極的に行い、現象から物理
法則を見出そうとしている。

○ ○ ○ 10

G 物質と電気抵抗
【知識及び技能】
電流は電子の流れであることを理
解し、抵抗は物質に依存すること
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
電子の流れがどのように電流の働
きをし、抵抗がなぜ電力を消費す
るかを考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
静電気という身近な現象から、電
気の本質は電子であることに気づ
き、身の回りの現象を電子の観点
からとらえようとしている。

・指導事項
電流
電圧
抵抗
直列回路
並列回路
・教材
教科書
参考書
プリント
・一人１台端末の活用　等
復習問題をteamsにあげる
実験の予想を共有する

【知識・技能】
①物体が帯電するしくみについて理解してい
る。
②導体・不導体・半導体の違いについて理解
している。また、物質によって異なることも
理解している。
③電流が電子の流れであることを理解し、電
圧についても理解している。
④オームの法則について理解している。
⑤直列・並列回路について理解している。
⑥電力を計算できる。
【思考・判断・表現】
①拍検電器の動きを電子の移動で説明するこ
とができる。
②導体・不導体・半導体の違いを電子の観点
から説明できる。
③電流を電子を用いて説明できる。
④ジュール熱の仕組みを電子の観点から説明
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身の回りの電気に関する現象を館得ようと
している。
②習ったことをもとに現象をとらえようとし
ている。
③実験を通して、積極的に電気についての法
則を探求しようとしている。

9

1

定期考査 ○ ○ 1

○ ○定期考査



３
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期

70

合計

定期考査 ○ ○ 1

F 波の性質
【知識及び技能】
波動とはどのようなものか理解す
る。波をグラフに示せる。波の重
ね合わせの原理を理解する。波の
反射と定在波についても理解す
る。また、縦波と横波の違いを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
うなりや共振、その他波に関する
現象について、波の性質から考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りの波の性質をもつもの、
例えばギターなどから波について
深く知ろうとしている。

・指導項目
波の性質
重ね合わせの原理
自由端反射
固定端反射
定在波
縦波、横波
うねり、共振
音と波の関係
・教材
教科書
参考書
プリント
ウェーブマシン
シミュレーション映像
・一人一台端末の活用
グラフの作成

【知識・技能】
①周波数と周期の関係が理解できる。
②速さと周波数と波長の関係がわかる。
③縦波と横波の違いがわかる。
④波の重ね合わせの原理が理解できる。
⑤定在波の生じる仕組みがわかる。
⑥自由端反射と固定端反射を理解している。
⑦音が波であることを理解している。
⑧うなりを理解し、計算できる。
⑨固有振動数を理解し、計算できる。
【思考・判断・表現】
①グラフから波の性質を読み取ることができ
る。
②定在波が発生する条件を説明できる。
③音の特徴づける3つの要素、大きさ、音
色、高さ、が物理的に何に由来するのかを説
明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身近な波の現象に興味をもち、積極的に調
べようとしている。
②実験を通して、波の性質を積極的に探ろう
としている。

○ ○ ○ 11

H エネルギーとその利用
【知識及び技能】
エネルギーの種類を理解する。そ
して、その様々なエネルギーを利
用する場面を知る。また、そのエ
ネルギーには保存則が働くことを
理解する。原子力の仕組みを理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
エネルギー同士の関係を理解し
て、火力、原子力発電等の違いと
共通点を説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
世の中のエネルギーについて、積
極的に知ろうとする。

・指導事項
様々なエネルギー
原子力エネルギーの取り出し方
・教材
教科書
参考書
プリント
シミュレーション
・一人１台端末の活用　等
世の中のエネルギーについて、気
になった記事などを共有する。

【知識・技能】
①エネルギーの種類を知っている。
②エネルギーの利用場面を知っている。
③エネルギーは保存されることを理解してい
る。
④原子力エネルギーとその利用を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
①エネルギー同士の関係を理解している。
②様々なは発電について共通点を把握して、
説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
世の中のエネルギーについて、積極的に知ろ
うとしている。

○ ○ ○ 2

H 交流と電磁波
【知識及び技能】
交流は時間とともに変化すること
を理解し、そのメリットとデメ
リットを理解する。電磁波は波長
によって呼ばれ方が違うことを理
解する。またその利用を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
交流のメリットからどういうとき
に使うとよいかを考えられる。ま
た、デメリットをどのようにカ
バーするかを考えられる。電磁波
の波長と性質を結び付けて考えら
れる。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りの交流や電磁波の利用を
考えている。

・指導事項
交流
電磁波
・教材
教科書
参考書
プリント
映像等
・一人１台端末の活用　等
交流が使われているところを調べ
て共有する。電磁波も同様に使わ
れているところがあったら　共有
する。

【知識・技能】
①交流電圧について理解している。
②変圧器と送電について理解している。
③電磁波と波長の関係を理解している。
④電磁波の利用について知っている。
【思考・判断・表現】
①交流の特性からどのような利用がよいか考
えられる。
②交流を家庭でつかうにはどうすればよいか
説明できる。
③電磁波の波長と利用方法の関係を説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身の回りの交流や電磁波の利用を積極的に
知ろうとしている。

○ ○ ○ 2



年間授業計画

高等学校 令和７年度（ ２年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

東久留米総合

1定期考査 ○ ○

　2節　生物とエネルギー
【知識及び技能】
生命活動に必要なエネルギーを，呼
吸や光合成から得ていることを理解
し、それらに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
呼吸や光合成からエネルギーを得る
方法を，ATPと関連づけて考察し表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
原核細胞と真核細胞について，細胞
に含まれる細胞小器官をもとに，違
いを理解しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増やす。
【教材】教科書・問題集・授業プリ
ントを活用、問題集はノート等に解
き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。② 授業中にWebテスト
を実施する。

【知識・技能】
生命活動に必要なエネルギーを，呼吸や光合成
から得ていることを理解している。
【思考・判断・表現】
呼吸や光合成からエネルギーを得る方法を，
ATPと関連づけて考察し，それを表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
体内で行われる化学反応は，酵素が関わってい
ることを理解しようとする。

○ ○ ○

4

　2節　遺伝情報とタンパク質の合
成
【知識及び技能】
DNAの塩基配列に基づいて，タンパ
ク質が合成されることを理解しそれ
らに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
DNAの遺伝情報に基づいてタンパク
質が合成される過程を体系的に考察
し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
DNAの塩基配列の情報に基づいて，
タンパク質が合成されることを理解
しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増やす。
【教材】教科書・問題集・授業プリ
ントを活用、問題集はノート等に解
き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。② 授業中にWebテスト
を実施する。

【知識・技能】
DNAの塩基配列に基づいて，タンパク質が合成
されることを理解している。
【思考・判断・表現】
DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成さ
れる過程を体系的に考察し，表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
DNAの塩基配列の情報に基づいて，タンパク質
が合成されることを理解しようとする。

○ ○ ○ 3

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA
【知識及び技能】
DNAが二重らせん構造であること，2
本鎖の塩基配列は相補的であること
を理解し、それらに関する技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
DNAの複製を塩基配列と関連付けて
考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
細胞分裂の際に，DNAの塩基配列が
正確に複製されるしくみを見出し，
理解しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増やす。
【教材】教科書・問題集・授業プリ
ントを活用、問題集はノート等に解
き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。② 授業中にWebテスト
を実施する。

【知識・技能】
DNAが二重らせん構造であること，2本鎖の塩基
配列は相補的であることを理解している。
【思考・判断・表現】
DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
細胞分裂の際に，DNAの塩基配列が正確に複製
されるしくみを見出し，理解しようとする。

○ ○ ○

態 配当
時数

１
学
期

第1章　生物の特徴
　1節　生物の多様性と共通性
A 単元
【知識及び技能】
生物の共通性と多様性について，す
べての生物で細胞が共通の構造であ
ることを理解するとともに、それら
に関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
細胞におけるDNAのはたらきについ
て理解し，それらについて考察し表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
原核細胞と真核細胞について，細胞
に含まれる細胞小器官をもとに，違
いを理解しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増やす。
【教材】教科書・問題集・授業プリ
ントを活用、問題集はノート等に解
き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。② 授業中にWebテスト
を実施する。

【知識・技能】
生物の共通性と多様性について理解している。
【思考・判断・表現】
細胞におけるDNAのはたらきについて理解し，
説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
原核細胞と真核細胞について，細胞に含まれる
細胞小器官をもとに，違いを理解しようとす
る。 ○ ○ ○ 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

4

定期考査 ○ ○ 1

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象についての観察，実験などを行うこと
を通して，生物や生物現象に関する基本的な概
念や原理・法則を理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能が身に付いている。

生物や生物現象を対象に，探究の過程を通し
て，問題を見いだすための観察，情報の収集，
仮説の設定，実験の計画，実験による検証，調
査，データの分析・解釈，推論などの探究の方
法が習得できている。また，報告書を作成した
り発表したりして，科学的に探究する力が育ま
れている。

生物や生物現象に対して主体的に関わり，それ
らに対する気付きから課題を設定し解決しよう
とする態度など，科学的に探究しようとする態
度が養われている。その際，生命を尊重し，自
然環境の保全に寄与する態度が養われている。

183　第一　生基　183-902　高等学校改定新生物基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

観察・実験などを通して、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

（１組：　海老澤　）（２組：　海老澤　）（３組：　佐藤　）（４組：　海老澤　）（５組：　海老澤　）（６組：　佐藤　）

理科 生物基礎

理科 生物基礎 2



1

　3節　生態系と生物の多様性
　4節　生態系のバランスと保全
【知識及び技能】
生態系内における種多様性，生物ど
うしのかかわりあいについて理解
し、それらに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
生態系の保全の重要性について，生
物の多様性の視点から考察し表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
生態系のバランスや，生態系を保全
することが重要であることを理解し
ようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増やす。
【教材】教科書・問題集・授業プリ
ントを活用、問題集はノート等に解
き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。② 授業中にWebテスト
を実施する。

【知識・技能】
生態系内における種多様性，生物どうしのかか
わりあいについて理解している。
【思考・判断・表現】
生態系の保全の重要性について，生物の多様性
の視点から考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生態系のバランスや，生態系を保全することが
重要であることを理解しようとする。

○ ○ ○ 8

○ ○

２
学
期

70

○ 9

定期考査

合計

３
学
期

　2節　植生とバイオーム
【知識及び技能】
地球上には，気温や降水量ごとにさ
まざまなバイオームが成立している
ことを理解しそれらに関する技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・気温や降水量によって成立するバ
イオームが異なるのは，バイオーム
を構成する植物種がその場所の気温
や降水量に適応しているためである
と考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
地球上にはさまざまなバイオームが
成立していることを理解しようとす
る態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増やす。
【教材】教科書・問題集・授業プリ
ントを活用、問題集はノート等に解
き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。② 授業中にWebテスト
を実施する。

【知識・技能】
地球上には，気温や降水量ごとにさまざまなバ
イオームが成立していることを理解している。
【思考・判断・表現】
気温や降水量によって成立するバイオームが異
なるのは，バイオームを構成する植物種がその
場所の気温や降水量に適応しているためである
と考察し，それを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球上にはさまざまなバイオームが成立してい
ることを理解しようとする。

○ ○

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増やす。
【教材】教科書・問題集・授業プリ
ントを活用、問題集はノート等に解
き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。② 授業中にWebテスト
を実施する。

【知識・技能】
神経やホルモンの働きにより体内環境が維持さ
れることを理解している。
【思考・判断・表現】
血糖濃度調節のしくみを，ホルモンと自律神経
系の両方の働きから説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
資料に基づいて，ヒトの血糖濃度が調節される
しくみを見出し，理解しようとする。

○ ○ ○

第3章　ヒトのからだの調節
　1節　体内環境
【知識及び技能】
体内環境が一定の範囲に保たれるこ
ととその意味を理解し、それらに関
する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
腎臓の働きについて体系的に理解
し，ろ過・再吸収のしくみを考察
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
肝臓や腎臓の機能を理解し，人体に
ついての理解を深めようとする態度
を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増やす。
【教材】教科書・問題集・授業プリ
ントを活用、問題集はノート等に解
き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。② 授業中にWebテスト
を実施する。

【知識・技能】
体内環境が一定の範囲に保たれることとその意
味を理解している。
【思考・判断・表現】
腎臓の働きについて体系的に理解し，ろ過・再
吸収のしくみを説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
肝臓や腎臓の機能を理解し，人体についての理
解を深めようとする。

○ ○ ○ 9

　2節　体内環境の維持のしくみ
【知識及び技能】
神経やホルモンの働きにより体内環
境が維持されることを理解し、それ
らに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
血糖濃度調節のしくみを，ホルモン
と自律神経系の両方の働きから考察
し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
資料に基づいて，ヒトの血糖濃度が
調節されるしくみを見出し，理解し
ようとする態度を養う。

8

定期考査 ○ ○ 1

3節　免疫
【知識及び技能】
病原体などの異物を認識・排除する
しくみを理解し、それらに関する技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
病原体を認識・排除する機構のしく
みを体系的に考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
免疫について，身近な現象と絡めて
理解しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増やす。
【教材】教科書・問題集・授業プリ
ントを活用、問題集はノート等に解
き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。② 授業中にWebテスト
を実施する。

【知識・技能】
病原体などの異物を認識・排除するしくみを理
解している。
【思考・判断・表現】
病原体を認識・排除する機構のしくみを体系的
に考察し，表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
免疫について，身近な現象と絡めて理解しよう
とする。

○ ○ ○ 9

第4章　生物の多様性と生態系
　1節　生態系とその成り立ち
【知識及び技能】
陸上には，森林・草原・砂漠などの
多くの植生がみられ，植物をとり巻
く環境や構成種により植生が変わっ
ていくことを理解し、それらに関す
る技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
資料に基づいて，遷移の要因を見出
して考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
資料に基づいて，植生が変化する要
因を見出し，その要因が植生にどの
ように影響するかを理解しようとす
る態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使
用。視覚的な学習の機会を増やす。
【教材】教科書・問題集・授業プリ
ントを活用、問題集はノート等に解
き提出。
【一人１台端末の活用】①Teamsに
「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。② 授業中にWebテスト
を実施する。

【知識・技能】
陸上には，森林・草原・砂漠などの多くの植生
がみられ，植物をとり巻く環境や構成種により
植生が変わっていくことを理解している。
【思考・判断・表現】
植生の遷移が，光環境や土壌の変化によってど
のように進むかを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
資料に基づいて，植生が変化する要因を見出
し，その要因が植生にどのように影響するかを
理解しようとする。

○ ○ ○ 8

定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

観察、実技

バスケットボール
水泳
柔道
テニス
サッカー
バドミントン
ソフトボール

27○○○

観察、実技、技能テスト用具の安全な取り扱いを徹底し、
事故防止を徹底する。
ラケットの基本動作・応用動作を
身に付ける。
基本的なボール操作と試合を楽し
む技術を身に付ける。
柔道の各種の立ち技・抑え込み技
等 を習得する。
グループやチームで活動する。
近代４種目の内、背泳ぎ、バタフ
ライを習得する。長く又は速く泳
ぐ技能を身に付ける。

観察、実技、技能テスト

観察、実技、技能テスト

14○○○

70

合計

12

○○○
３
学
期

２
学
期

定期考査

定期考査

3～5キロの持久走を実施する。持久走

ソフトボール
バスケットボール
柔道
テニス
水泳
新体力テスト

用具の安全な取り扱いを徹底し、
事故防止を徹底する。
ラケットの基本動作・応用動作を
身に付ける。
基本的なボール操作と試合を楽し
む技術を身に付ける。
柔道の各種の立ち技・抑え込み技
等 を習得する。
グループやチームで活動する。
近代４種目の内、背泳ぎ、バタフ
ライを習得する。長く又は速く泳
ぐ技能を身に付ける。

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○

態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

各種目の運動実践を通して、基礎的技術の習得
や基礎体力の向上を図り、心身の頑健な発達を
促す

公正・協力・責任等の態度を養う

用具の安全な取り扱いを徹底し、
事故防止を徹底する。
ラケットの基本動作・応用動作を
身に付ける。
柔道の各種の立ち技・抑え込み技
等 を習得する。
クラスの連帯感を深め、体育祭の
円滑且つ安全な運営につなげる。

12

配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
体育理論
柔道
バスケットボール

プリントを説明し、理解を深め
る。
多くの種目のルール把握する。
授業の心得・決まりの周知徹底さ
せ、自らの課題として捉える。

　
観察、積極性

○ ○ ○ 5

ソフトボール
バスケットボール
柔道
テニス
バドミントン
体育祭練習

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

東久留米総合

個々の運動能力や特性を把握した上で、各種目の技術力を向上させる

（１～６組：吉田）

生涯を通じて自ら継続的に運動ができる能力と
態度を学ぶ

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育

（１～６組：長岡） （１～６組：加藤） （１～６組：齊藤） （１～６組：大塚）

保健体育 体育 2

保健体育

協働して実技を行い、ルールを把握し守る態度を身に付けさせる

自ら学び、主体的に取り組む態度を身に付けさせる

体育



年間授業計画

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

6○○○

　
観察、ノート記入、プリント記入、発言

現代高等保健体育

保健体育

協働して実技を行い、ルールを把握し守る態度を身に付けさせる

自ら学び、主体的に取り組む態度を身に付けさせる

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

東久留米総合

個々の運動能力や特性を把握した上で、各種目の技術力を向上させる

（５組：長岡） （６組：吉田）

生涯を通じて自らの健康を適切に管理し改善し
ていく資質や能力を育てる。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健

（１組：加藤） （２組：吉田） （３組：長岡） （４組：加藤）

保健体育 保健 1

【知識及び技能】

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

4○○○

　
観察、ノート記入、プリント記入、発言

○ ○

４妊娠・出産と健康
５避妊法と人工妊娠中絶
６結婚生活と健康

健康について考え、異性の体のつ
くりや性意識について学ぶ。ま
た、避妊法など性行動について正
しく理解を深める。

発表 自ら学んだことを発表し、人に伝
えることでより学びを深める

【思考力、判断力、表現力等】

個人および社会生活における健康・安全につい
て理解を深める

自ら学んだことを発表し、人に伝えることでよ
り学びを深める

体のつくりと働き
１ライフステージと健康
２思春期と健康
３性意識と性行動の選択

健康について考え、異性の体のつ
くりや性意識について学ぶ。ま
た、避妊法など性行動について正
しく理解を深める。

　
観察、ノート記入、プリント記入、発言

13

定期考査

我が国における保健サービスや医
療保険のしくみについて説明でき
る

７保健サービスとその活用
８医療サービスとその活用

　
観察、ノート記入、発言、発表

35

○○○

３
学
期

２
学
期

定期考査

○ ○ 1

10

○○○

1





年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科　外国語：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

２
学
期

 ３
学
期

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

定期考査

Lesson 8
a. 各Partの本文の内容を読み，概
要や要点を把握することができる。
b. 本文の内容（乾物，缶詰，発酵
食品など）について，学習した語句
や文法事項を用いて，自分の意見を
話す／書くことができる。

1

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

Lesson 9
a. 各Partの本文の内容を読み，概
要や要点を把握することができる。
b. 本文の内容（シェアリングエコ
ノミー）について，学習した語句や
文法事項を用いて，自分の意見を話
す／書くことができる。

・The Sharing Economy: Something
for everyone?
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用 ○

BIG DIPPER English Communication Ⅱ

　　　　　　　　　の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】 本文の内容を読み取ったり、聞き取ったりするのに必要な基本的知識・技能を身に付ける。

・Do You Want to Speak English
like a Native Speaker?
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

多様な語句や文法事項を用いて、主体的にペアで話し合ったり、発表しようとしている。

英語コミュニケーションⅡ

○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○ ○ ○

指導項目・内容

○ ○

Lesson 4
a. 各Partの本文の内容を読み，概
要や要点を把握することができる。
b. 本文の内容（英会話に関する2つ
の異なる考え方やELFなど）につい
て，学習した語句や文法事項を用い
て，自分の意見を話す／書くことが
できる。

○

外国語

10

1

10

10

○

○

○

○ ○

評価規準

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

配

当

時

数

態

英語コミュニケーションⅡ

○

3

本文の内容について，学習した語句や文法事項を
用いて，自分の意見を話したり、書いたりでき
る。

学習した語句や文法事項を用いて、自分の意見を話したり、書いたりできる。

○

○ ○

本文に関連したテーマについて，多様な語句や文
法事項を用いて,事実や自分の考えを主体的にペ
アで話し合ったり，簡単な語句や文を用いて発表
しようとしている。

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○ ○

○ ○

○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

思

○

○

○

○ ○

○

本文の内容を読み取ったり、聞き取ったりする
のに必要な基本的知識・技能を身に付ける。

○ ○

○ ○

・The Wisdom of Preserving Food
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

Lesson 5
a. 各Partの本文の内容を読み，概
要や要点を把握することができる。
b. 本文の内容（ユニバーサルデザ
インの照明スイッチやピクトグラム
など）について，学習した語句や文
法事項を用いて，自分の意見を話す
／書くことができる。

・The Relay of Ahmed's Life
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

○ ○

定期考査

○

・Learning from Nature
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

１
学
期

Lesson 7
a. 各Partの本文の内容を読み，概
要や要点を把握することができる。
b. 本文の内容（生物をヒントにし
て開発された電化製品や飛行機な
ど）について，学習した語句や文法
事項を用いて，自分の意見を話す／
書くことができる。

Lesson 6
a. 各Partの本文の内容を読み，概
要や要点を把握することができる。
b. 本文の内容（若宮正子さんの活
動など）について，学習した語句や
文法事項を用いて，自分の意見を話
す／書くことができる。

・Wakamiya Masako: The World’s
Oldest Game App Developer
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

10

○

○

○ ○

単元の具体的な指導目標

合

計

105

○ ○

1

10

10○ ○

○

○ ○ ○ 10

1

10

定期考査

Lesson 10
a. 各Partの本文の内容を読み，概
要や要点を把握することができる。
b. 本文の内容（コンクリートの歴
史や，世界の砂不足など）につい
て，学習した語句や文法事項を用い
て，自分の意見を話す／書くことが
できる。

10

・Sand and Concrete: A Basis of
Our Life
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

○ ○

○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○

○ ○

○ ○

Lesson 3
a. 各Partの本文の内容を読み，概
要や要点を把握することができる。
b. 本文の内容（睡眠の重要性や睡
眠関連商品など）について，学習し
た語句や文法事項を用いて，自分の
意見を話す／書くことができる。

・Do You Get Enough Sleep?
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

定期考査

○

外国語 英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

Lesson 2
a. 各Partの本文の内容を読み，概
要や要点を把握することができる。
b. 本文の内容（睡眠の重要性や睡
眠関連商品など）について，学習し
た語句や文法事項を用いて，自分の
意見を話す／書くことができる。

・Is Seeing Believing?
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

○

Lesson 1
a. 各Partの本文の内容を読み，概
要や要点を把握することができる。
b. 本文の内容（パジャマデーのよ
うな海外のユニークな学校行事な
ど）について，学習した語句や文法
事項を用いて，自分の意見を話す／
書くことができる。

・Why Don’t You Come to School
in Pajamas?
・教科書、プリント、ベーシック
ノート、辞書
・一人１台端末の活用

（１～６組：関野） （１～６組：永田） （１～６組：西村）

知

【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○○

○ 〇 〇 〇

観察、ワークシート記入、ノート記入、発
表

1

1

○ ○ ○ 10

9○ ○ ○

○

○○

〇

２
学
期

 Lesson11
関係代名詞、関係副詞を使った文を理解して
いる。
「姓を先に書くべきか」「名を先に書くべき
か」のそれぞれの立場の主張をサポートする
論理的な根拠を挙げることができ、聞き手に
わかりやすく伝えている。

Family Name First? / Given Name
First
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇

定期考査

○ 〇 〇 〇

観察、ワークシート記入、ノート記入、発
表

観察、ワークシート記入、ノート記入、発
表

 Lesson5
受け身を使った文を理解している。
受け身を使った文の理解をもとに，Model で学
んだ語彙・表現，構成の工夫を取り入れなが
ら，選んだ都道府県についてのプレゼンテー
ションのアウトラインや原稿を書くことができ
る。

Japan's prefecture
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

３
学
期

定期考査

 Lesson6
比較を使った文を理解している。
比較を使った文の理解をもとに、Model で
学んだ語彙・表現，構成の工夫を取り入れ
ながら，遠足の計画についてのプレゼン
テーションのアウトラインや原稿を書くこ
とができる

Where Shall We Go on a Class Outing
教科書、プリント、辞書

〇

 Lesson7
動名詞を使った文を理解している。
動名詞を使った文の理解をもとに，Key Text
でインプットしたソーシャル・メディアのメ
リットやデメリット，あるいは使う上での注意
点などを，自分が発信する内容に取り入れるこ
とができる

How Can We Communicate Online?
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇

定期考査

【 知　識　及　び　技　能 】 日常的な話題について、基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して文章を書くための文法を身に着けるこ
とができる。

外国語

9

9

1

9

9

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

観察、ワークシート記入、ノート記入

配

当

時

数

英語を使って、主体的にペアやグループで話し
合ったり、発表したりすることができる。

〇

○〇

態

観察、ワークシート記入、ノート記入

観察、ワークシート記入、ノート記入

観察、ワークシート記入、ノート記入、発
表

〇

〇

〇 〇

観察、ワークシート記入、ノート記入

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇

論理・表現Ⅱ

〇

〇

〇

観察、ワークシート記入、ノート記入

〇 〇

観察、ワークシート記入、ノート記入

観察、ワークシート記入、ノート記入

思

○

○

○

〇

○ ○

○

○

定期考査

〇

 Lesson10
助動詞を使った文を理解している。
助動詞を使った文の理解をもとに，英語を日
本の公用語にすることについて論じた記事や
スピーチを読んで，そのメリットとデメリッ
トを認識することができる。あるいはその是
非について，自分なりの意見を持つことがで
きる。

Should English Be Our Official
Language
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇

 Lesson8
不定詞を使った文を理解している。
環境を守るために普段行っている取り組み
について英語で表現し，やり取りを成立さ
せることができる

What We Can Do for the Environment
教科書、プリント、辞書

〇 〇 〇

 Lesson9
分詞、分詞構文を使った文を理解している。
分詞、分詞構文を使った文の理解をもとに、動
物園の是非や役割について述べた記事を読ん
で，動物園の役割や意義を認識することができ
る。あるいはその是非について，自分なりの
意見を持つことができる。

Are Animals in Zoos Happy？
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

〇

○

○

○

外国語 論理・表現Ⅱ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

 Lesson4
SVOCを使った文を理解している
SVOCを使った文の理解をもとに，show and
tellを意識して、具体的に説明するパラグラフ
を書くことができる。
自分の特別なものについて、聞き手にわかりや
すく伝えている。

領域

１
学
期

 Lesson1
文の要素を表す文を理解している。
文の要素を表す文の理解をもとに，openingを
意識して自分のことについて、スピーチするこ
とができる
自分のことついて，自分の考えを聞き手にわか
りやすく伝えている。

self-introduction
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを
論理の構成や展開を工夫して文章を書くための文法を身
に着けることができる。

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちな
どを論理の構成や展開を工夫して書いたり、話して
伝えたりすることができる。

Vision Quest English Logic and Expression Ⅱ Hope

外国語

日常的な話題について、基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して書いたり、話して伝えたりえすること
ができる。

日常的な話題について、基本的な語句を使って、主体的にペアやグループで話し合ったり、発表したりすることができる。

論理・表現Ⅱ

（６組：関野）

合
計

105

（１組：三輪） （２組：関野） （３組：磯貝） （４組：磯貝） （５組：三輪）

知

【学びに向かう力、人間性等】

 Lesson2
時制を表す文を理解している。
適切な時制の理解をもとに，Bodyを意識して、
文の文とのつながりを意識して文章を書くこと
ができる。
自分の心配事について，自分の考えを聞き手に
わかりやすく伝えている。

What Iʼm Worried About
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇

定期考査

something special
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇

 Lesson3
仮定法を使った文を理解している。
仮定法を使った文の理解をもとに，closingを
意識してもし学校の校長になったらについて、
順序だてて説明することができる。学生のため
にしたい学校行事について，自分の考えを聞き
手にわかりやすく伝えている。

If I Were the Principal
・教科書、プリント、辞書
・一人１台端末の活用　等

〇

1

9

9

9

〇 〇

○

○ ○ 9

9○ ○

○

1



年間授業計画

高等学校 令和８年度（ ２ 年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 年次 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

食事の計画と調理
年齢や性別で異なる１日に必要な食事
の目安を知る。自分や家族の食生活の
計画と管理ができるようになる。
これからの食生活を考える
現代の食生活を通して基礎的基本的な
日本と世界の食生活について学ぶ。

健康的な食生活の必要性を学び、食
品の安全性や環境に配慮した食生活
について学ぶ。
調理の計画から実践まで衛生に配慮
し行う。
先進国の食品ロスについて関心を
もって、地球規模での人の営みを考
える。

観察、ワークシート記入、被服実習
食生活をとりまく環境などについて、現代の食
生活の課題が理解できる。また調理実習におい
て作業の流れを判断しながら取り組むことがで
きる。 ○ ○ ○

３
学
期

消費生活の現状と課題
消費者の意思決定が社会を動かすこと
を知り、自己のライフスタイルを持続
可能なものとする責任をもって自覚し
ながら生活できる意識を身につける。
暮らしと経済
経済と社会の関りについて学び収入と
支出、投資とリスクの関係を知る。

主体的な消費行動、適切な契約と支
払い方法、消費者の権利と責任、持
続可能者社会を目指す消費に於い
て、消費者としての責任や行動が地
球環境を動かすことを知る。
国民経済と国際経済について学びこ
れからの金融と商品の知識を知り、
実践的な経済活動を構築できるよう
にする。

観察、ワークシート記入
消費行動について、さまざまな情報を収集しな
がら、自分の消費行動について検証し、意思決
定への過程とその重要性について理解でき、ま
た契約についての知識を身に付けている。
消費生活まとめ　レポート等

○ ○ ○

２
学
期

A  衣服製作技術
製作技術のまとめとして、三角巾の製
作を行う。

被服分野のまとめとして、ミシンの
使用方法の実技試験及び三角巾製作
を行う。

実技試験・観察、作品提出
試し縫いから本縫い、アイロンの使用方法まで
の実技試験を行う。 ○ ○ ○

共に生きる家族
家族と法律の関りについて、明治民法/
現行民法の内容と解釈を知る。
自分と親族との関係性を学び、将来の
家族構成や相続についての基礎知識を
習得する。

明治民法、現行民法及び改正内容に
ついて学ぶ。
親族と親等について理解し、家族法
との関連を身に付ける。

観察、ワークシート記入、
民法全般についてワークシートを通し、自分や
親族関係についての法的な状況について理解す
ることができる。 ○ ○ ○

食品衛生（食品の選択，食中毒，食
品添加物）について学ぶ

観察、ワークシート記入、実習
食品衛生について理解し、時期や危険性を知
る。また調理実習においての衛生管理について
も理解する。

〇 〇 〇

定期考査 ○ ○

B　食品の選び方と安全
食中毒に対する予防法を身につける。
食品表示の見方を理解する。
食品添加物の知識を身につける。

態 配当
時数

１
学
期

自分の未来予想図を描こう
２０３０年代に日本社会の主軸世代に
なっていることを意識し、自らの未来
をデザインする力を育成する。
自立と共生
１８歳で成人を迎える青年期の準備期
間を家庭生活や地域・社会のあり方を
広い視野で考える。

自分の将来像を見つめ自己実現を目指
し、男女共同参画社会における可能性
を探す。
将来の生き方・働き方についてワークラ
イフバランスを考えイメージする。
家族の形や多様な生き方と法律を学
び、他者との良い関係づくり、関わり合
いを考える。

観察、ワークシート記入、
自分自身について考えるワークシートを通し
て、自分や人の一生についての考えをまとめる
ことができる。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

A  衣服の素材の種類と特徴
衣服の素材である繊維の特徴を知り素
材の加工と活用方法を知る。
衣服の構造
立体構成について理解する。
衣服製作技術
エプロン製作を行い、製作技術の修得
を行う。

化学繊維・天然繊維の特徴と活用性
を学ぶ。
繊維の三原組織を理解し、身近な製
品における存在を意識する。
平面生地を活用した立体構成の実
習・実技を行う。ミシンの使用方法
の修得を行う。自分が身に着けるエ
プロン製作を行う。

観察、ワークシート記入
繊維の役割、特徴を理解できる。三原組織につ
いて構造を理解する。
実技・実習
エプロン製作を通し、被服製品の構造・製作過
程を学ぶ

○ ○ ○ 12

家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

家族・家庭の意義、地域社会との関わりについて理解を深
め、人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え
る。衣食住・消費や環境など、実習及び実験を通して主体的
な生活を営む日々の努力により技能を身につけている。

家庭や地域及び社会における生活の中で生涯を見通し
た課題について、設定・評価・改善、考察することを
通し、根拠に基づいた解決策を論理的な実践から表現
することで解決する力を身につけている。

さまざまな人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て課題の解決を主体的に取り組み振り返る中で、改善
策を考え地域社会に参画しようとする意識のもとに、
自分や家庭、地域の生活を創造する実践的な態度を身
につけている。

実教出版　新家庭基礎　気づく力　築く未来

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】主体的に生活を営むための基礎的に必要な理解を図り、それらに係る技能を身に付ける努力をする。

家庭と地域及び社会における生活の中で、生涯を見通した生活課題を思考・判断し解決力を養う。

様々な人々と協働し、家庭や地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

（１組：長沢/小林） （２組：長沢/渡部） （３組：長沢/小林） （４組：長沢/村木） （５組：長沢/村木） （６組：長沢/小林）

東久留米総合 家庭 家庭基礎

家庭 家庭基礎 2

B　栄養と食品のかかわり
どの様な栄養素があり、どの様な働き
をするのかを理解する。
食品の栄養素と成分
主に５つある栄養素とその食品の特徴
について理解する。

栄養素の特徴を理解し、食材と栄養
素の関りについて学ぶ。
５つを基本とした栄養素を理解し、
身近な食品における存在を意識す
る。
食材をを活用した調理技術や食文化
を学ぶ。

観察、ワークシート記入
栄養素の役割、特徴を理解できる。主な５つの
栄養素について構造を理解する。
実技・実習
栄養成分表の見方や検索の方法を知り、これか
らの食生活に活用する方法を学ぶ。

○ ○ ○

住生活
賃貸住宅の契約について、具体的な賃
貸契約用語を理解し、間取りの読み取
り方を含め、今後の実践生活の中で活
用出来るようにする。

ICTタブレットを活用し、様々な賃貸
住宅情報を読み取る。契約実践を
シュミレーションし、実際にかかる
費用を算出できるようになる。
簡単な間取り設計を学び実生活に役
立てる。

観察、ワークシート記入
賃貸契約について、様々な情報を収集しなが
ら、自分の希望物件について検証し、契約への
過程とその重要性について理解でき、また集合
住宅についての知識を身に付けている。
契約のまとめ　レポート等

〇 〇 〇 14

70

定期考査 1○ ○

合計

1

8

8

14



年間授業計画

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（１組：堀・佐藤未） （２組：海老澤・儀部）（３組：町田・長岡） （４組：川島・小坂） （５組：及川・川崎） （６組：関野・藤野）

東久留米総合 総合的な探究の時間 人間と社会
総合的な探究の時間 人間と社会 1

人間と社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

体験的な活動を通しながら、社会の探求、進路
探究を行い、自主的に知識を深める。

１０年後を見すえた自己の生き方・あり方に関
して時間をかけて考えさせる。

体験活動などを通して、社会に貢献する意義等
を深く理解するとともに、よりよい生き方を主
体的に選択する力を身につける。

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」改訂版教科書

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】 体験的な活動を通しながら、社会の探求、進路探究を行い、自主的に知識を深める。

１０年後を見すえた自己の生き方・あり方を文章や言語にまとめて発表する力を身に付ける。

社会に貢献する意義等を深く理解し、よりよい生き方を主体的に選択する力を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

態 配当
時数

１
学
期

進路ガイダンスを受け、自己の進路
活動に繋げる。

進路ガイダンスを受け、今後の高校
生活の見通しをもつ。

自己の進路に繋げる意識で、進路ガイダンスを
受けているか。

○ ○ ○ 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

自分の到達度を客観的に理解をし
て、自身の学習に繋げる。

一人１台端末を使用し、スタディ・
サポートを登録し、活用できるよう
にする。

自己の到達度をもとに、日々の勉強への取り組
みを鑑みる。

○ ○ ○ 4

本校卒業生の受験対策を参考し、自
己の進路活動に繋げる。

一人１台端末を使用し、合格体験記
を読む。ワークシートをまとめる。

自己の進路に繋げる意識で、合格体験記を読み
取っているか。

○ ○ ○

4

地域の様々な団体と連携し、体験活
動を通じて、社会に貢献する意義等
を発見するとともに、様々な年齢層
の人々との交流を通じてコミュニ
ケーション能力の育成を図る。

夏休みの課題に向けて、①オープン
キャンパスの予定②進路に関わる本
を選ぶ読む。③地域社会に目を向け
るためのガイドブック作りを考え
る。

自薦準備を丁寧に行い、主体的に取り組もうと
しているか。

○ ○ ○ 6

【文系理系ガイダンス】にて、各大
学の文系・理系の教育の学部の特徴
を理解する。

学部、学科の選び方などの具体的な
内容を指導する。

各大学の文系・理系の教育の学部の特徴を理解
する。

○ ○ ○

２
学
期

・オープンキャンパスの振り返り。
・読んだ本の紹介。
・ガイドブック作りとプレゼンテー
ション

夏休みの課題のまとめ・発表を行
う。友人の発表内容からも、社会や
進路に向けての視野を広めていく。

主体的にまとめ、発表活動に取り組み、友人の
発表からも、学び取ろうとしているか。

○ ○

35

○ 2

○ 6

主権者教育、模擬選挙 主権者・成年としての権利と責任に
ついて学ぶ。また、模擬選挙を行う
ことで、投票することの大事さを学
ぶ。

主権者・成年としての権利と責任について学
び、考えを深めることができたか。
社会の一員として、選挙に関わることを理解で
きたか。

○ ○ ○ 5

プレ課題研究 個人活動を一人一台端末を利用し、
進めていく。課題研究の計画を自分
なりに構築する。

「問い」を立てるということを理解する。
「問い」に対して、調べ学習するのではなく、
「仮説」を立て「調査をする」ということを理
解できているか。

○ ○ ○

4

合計

３
学
期

プレ課題研究「仮テーマ決め」 インターネットや図書室で関連情報
を集める。
→ワークシートやTeamsに情報を残
す。

「問い」を立てるということを理解する。
「問い」に対して、調べ学習するのではなく、
「仮説」を立て「調査をする」ということを理
解できているか。

○ ○


